
・教科等や教職に関する専門的な知識・技能

・子ども理解力

・特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応力

・組織的・協働的な課題対応・解決能力

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

特別支援教育②事例(知的障がい：職業学科)

担当：特別支援教育課指導係



本動画は、
「令和５年度
特別支援教育教育課程改善の手引」

の事例を基に作成しています。

北海道立特別支援教育センター
「特別支援教育教育課程編成の手引・改善の手引」
のページにつながります。



健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

(3) 障害による学
習上又は生活上
の困難を改善・
克服する意欲に
関すること

(3) 自己の理解と
行動の調整に関
すること

(4) 感覚を総合的
に活用した周囲
の状況について
の把握と状況に
応じた行動に関
すること

(5) 状況に応じた
コミケーション
に関すること

【指導目標】 困ったときに周囲の人に援助を依頼することができる。

【具体的な指導内容】

① 困ったときに、援助を依頼し、
課題を解決できたという経験を
積み重ね、人との関わりに自信
をもつ。

② 状況に応じて、伝える相手
を判断する。

③ 文例を参考に、困ったこと
を他者に分かりやすく伝える。

【実態把握】

【指導すべき課題の整理】

○ 高等部第１学年生徒Ｇ 「学校生活全般で伝える力を高める指導」

【事例７・知的障がい特別支援学校（職業学科）】各教科等を合わせた指導と自立活動の関連

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善



【指導の方法（②と③の例）】
・相談できる教師が一目で分かるよう視覚的に示し、状況に応じて自分で判断できるようにする。
・表現方法を示したカードを複数用意し、困りごとに応じて適切に自分の意思を伝えられるようにする。

【取組のポイント】

○ 自立活動の指導場面を個別の指導計画に明記する。

○ 作業学習の単元計画における個別目標の欄に自立活動の目標を記載し、教科等
の目標を達成するための手立てを具体的に示し、指導者間で共有する。

【生徒の変容】
・作業中に困ったことがあると、自分から対応可能な教師を判
断して相談することができるようになった。

・困りごとに応じて、カードを参考にしながら具体的に伝えら
れるようになったことで、作業効率や出来高が向上した。

【指導の評価・改善】
・作業学習でできるようになったことを他の指導
場面や学校生活全体で活用できるよう、指導者
間で評価を共有する。

○ 高等部第１学年生徒Ｇ 「学校生活全般で伝える力を高める指導」

【事例７・知的障がい特別支援学校（職業学科）】各教科等を合わせた指導と自立活動の関連

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善



【事例７・知的障がい特別支援学校（職業学科）】各教科等を合わせた指導と自立活動の関連

●個別の指導計画

●作業学習の単元計画

具体的な指導内容の設定による実践・評価・改善

◆ 個別の指導計画における指導場面の明確化と単元計画との関連

【主な指導場面】

日常生活の指導 作業学習 作業学習

◆単元目標
・～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◆個人目標

【具体的な指導内容】

① 困ったときに、援助を依頼し、課題
を解決できたという経験を積み重ね、
人との関わりに自信をもつ。

② 状況に応じて、伝える相手を判断す
る。

③ 文例を参考に、困ったことを他者に
分かりやすく伝える。

実態 目標 手立て 自立活動の目標

・細かな作業が丁寧である。
・分からないことを聞け
ず手が止まってしまう。

・分からないことを自分
から聞くことができる。

・表現方法の例を示した
カードを用意し、作業
場所に置く。

・気持ちや考えを周囲の
人に自分から伝えるこ
とができる。

個別の指導計画に、指導場面を
記載する欄を設け、中心的な指導
場面を明確にします。

単元計画の個人目標に自立活動との関連
を明記し、指導者間で共有することにより、
指導の充実を図るとともに、授業のねらい
の達成や困難さの改善・克服につなげます。


